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パ ル ミ ラ 語 碑 文(1)

酒 井 龍 一*

PalmyreneInscriptions1

RyuichiSAKAI

は じ め に

シリア ・アラブ共和国に所在するパル ミラPalmyra遺 跡は、紀元前1～ 紀元後3世 紀のオ

アシス隊商都市として日本で も有名である(小 玉1980、 ブソニ1980、BounniandA1-as`ad

1988、他)。 この度、(財)な ら ・シルクロー ド博記念国際交流財団は、シリア政府 と共同し、

1990～1992年 度の3年 間、この遺跡を発掘調査(樋 口隆康団長 ・泉拓良隊長)す ることになっ

た。

ところで、ベール神殿や列柱道路等による遺跡中核部の西方、 「墓の谷」等の各所に、搭墓・

地下墓 ・家屋墓 ・一般共同墓地が群在 し、その多 くにはパルミラ語碑文が刻まれている。碑文

解読は、墳墓の建立者や年代 ・被葬者 ・被葬者達の親族関係等の特定に不可欠である。本稿で

は、イソフォル トによるパル ミラ碑文の解読文(Ingholt1935)等 をテキス トに し、パル ミラ

碑文の初歩的な理解に努め始めたい。

パルミラ語の系譜とその解読

パ ル ミラ研 究 者 ・小 玉 に よ る 『パ ル ミラ ー隊 商 都 市 一』(1980)や 古 代 語 研 究 者 ・ガ ウ ァー

に よ る 『文 字 の 歴 史 』(1984)等 に よれ ば 、 パル ミ ラ語 は原 セ ム語 か ら 由来 す るア ラム語 の 一

方 言 で 、 現存 の 言 語 と して は ヘ ブ ライ 語 に 最 も近 い と い う。 また 、 ア ラ ム文 字 か ら派 生 した パ

ル ミ ラ文 字 は ヘ ブ ライ文 字 に ほ ぼ対 応 し、 そ の 草書 体 的形 態 は後 の シ リア文 字 と の関 係 を も つ
。

ア ラム系 言語 の 主 な 特 徴 に は、22文 字 ・右 か ら左 方 向 に進 行 ・子 音 表 示 等 が あ る。

これ ま で 出土 した パ ル ミラ語 碑 文 は 、最 古 の もの が 紀 元 前44年 付 、対 して 最新 の もの は後27

4年 付 と され る(小 玉1980)。 小 玉 に よれ ば 、 この300年 間 に 字 体 は、 少 しず つ変 化 し、 そ の 字

体 か ら碑 文 の年 代 を30年 程 度 き ざみ に判 別 で き る とい う。 遣 跡 の解 説 書 や テ キ ス ト等 に パ ル ミ

ラ文 字 が 紹 介 され る場 合 、 各 時 代 の特 徴 的 な字 形 が 並 列 さ れ る の が 一 般 的 で あ る(例 え ば 、

Geschichteほ か1987)。

パ ル ミラ語碑 文 の解 読 は、 公 的 碑 文 に ギ リシ ャ語 文 と並 記 され る例 が あ る こ と、 セ ム語 ・ア

ラム語 ・ヘ ブ ラ イ語 ・シ リア語 と い った各 種 関 係 言 語 等 か ら、既 に ほ ぼ 確 立 して い る よ うで あ

る。 そ して 、主 な文 法 書 と して 『GRAMMAIREDEPALMYRENIENEPIGRAPHIQUE』

(J.Cantineau1935)、 碑 文 集 に 『InscriptionsPalmyreniennes』(Cantineauな ど1930～)、

碑 文 中 の 人 名 集 成 に 『PersonalNamesinPalmyreneInscriptions』(J.K.Stark1971)や 、
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本 稿 で テ キ ス トとす る5墳 墓 の碑 文 の解 読 ・英 訳 を試 み た 「FIVEDATEDTOMBSFROM

PALMYRA」(Ingholt1935)等 が あ る。

印 字 の 作 成

パルミラ碑文を収録 し論文や出版物等に掲載す る場合、手書き ・草書体調のパル ミラ文字の

印刷活字がない理由で、対応する活字体調のヘブライ文字に変i換するのが一般的である。カン

ティニューの文法書やイソフォル トの碑文解説は、その実例である。別に、 ドイッの研究者な

らドイッ語、フラソスならフラソス語のアルファベ ット活字に変換 し掲載する方法もとられる。

照 、 「mSC㎜IONSP飢 ㎜N㎜ ㎜IT聯Boumi1%1)やPRECUEIL

D'INSCRIPTIONSPALMYRENIENNES』(Gawlikowski)は 、パルミラ文字文をフラソ

ス語アルファベットに変換 させ紹介 している。

だが、実際の碑文 とちがう言語や文字では、視覚的にも異な り、両者の対応や理解 も間接的

となる。そこで先ず、碑文をオ リジナルなパル ミラ文字そのもので表示可能 とするため、実際

の碑文に刻 される文字をレタリソグし、 ワープロに外字を作成することから始めた。外字の素

材は、イソフォル トによる、西暦241年 付の 「マルクの墓」碑文の写真図版(図1)で ある。

下掲の上段はそのパル ミラ文字、中段は対応す るヘブライ文字、下段は字訳である。
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そ こで 、 マ ル クの碑 文 を例 に 、 この ワー プ ロ文 字 で打 ちだ して み よ う。
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図 一1パ ル ミラ語 碑 文 例(Ingholt1935)

イ ソフ ォ ル トは この 碑 文 を 、次 の よ うな ヘ ブ ライ 文 字 に転 換 し紹 介 して い る。
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こ の よ うに 、両 者 は 文 字 の 形 状 が近 似 して お り、 そ の対 応 関 係 の 把 握 は 容 易 で あ る。 な お 、

パ ル ミラ文 字 文 で語 末 に 「5」 が くる場 合 、 語 末 用 の 「1」 に置 き換 わ る。 ヘ ブ ラ イ文 字 文 で

は 「r」 に は語 末 用 の 「「 」が、 「3」 には 「1」 が用 い られ る。

パルミラ碑文の内容

イ ソ フ ォ ル トは 、 ア テ ナ タ ソ、 ジ ュ リア ス ・ア ウ レ リア ス ・メー ル 、 マ ル ク、 ナ ス ラ ラ ト、

そ して バ ラー墓 とい う5基 、38碑 文 例 を ヘ ブ ライ文 字 に変 換 ・紹 介 し、英 訳 ・解 説 を して い る。
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先ず、アテナタソ墓の碑文を例に、その内容を観察 していこう。上は彼によるヘブライ文字文、

下はそれを筆者がパル ミラ文字に転換 したものである。

「nジ 「rコ7「 コi〔3「 「 ジ 「 コ ジ 「 「rRハ 「 ジ ね1

、 「 、rマ81「 、 「巧 、1「7、 ね 鴨〔 「 コ 鴨 「 「 「コ2
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イ ソフ ォル トに よる英 訳 は 、次 の とお りで あ る(以 下 の英 訳 は 、す べ て イ ソフ ォル トに よ る)。

Thiscave,`Atenatan,sonofZabd`ateh,sonofYaddai,sonofTaimi,

madeforhimselfandforHairan.,hisbrother,inthemonthofOctober

410.Peace.

この碑文は、基本的には、建立者 ・彼の系譜 ・製作の目的 ・年月 ・祈念という内容で、右端

から、主体 となる墳墓(こ の墓)→ 動詞(建 立 した)→ 建立者(ア テナタソ)、 続いて建立者

の系譜、建立の対象、そ して建立月と年、最後に 「平和を!」 という祈念の言葉の順 となる。

多 くの墓碑文は、おおむねこうした内容となる。

ところでイソフォル トは、巻末に簡単な 「単語集」を提示 しているが、すべての各単語個々

の対応を示 しているわけでない。パルミラ単語の収集をするためには、碑文と訳文を対照 させ

て、個々の対応関係を特定 していく作業が必要になる。そこで、この作業を始める。ついては、

次のようなことが対照のキーポイソトになる。

1.パ ル ミラ語の人名と英文アルファベットの人名 と発音は近似す るので、先ず両者の対応

関係は特定 しやすい。

2.人 名の前には親族関係を示す単語が、また建立や譲度の年代を示す数字の前には 「月」

や 「年」を示す単語があるので、これらの単語の特定も容易である。

3.数 字については、既に解説がある(小 玉1980、 ほか)

このポイソ トを踏まえながら作業を行なうと、次のような対応関係が想定できる。
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先 ず 「lJ=t5」1ソ 」 は 、 ア ル フ ァ ベ ッ トに 置 き換 え る と 「NTNT`」 と な る。 この うち

「 」」は 語 末 用 の 「N」 で 、 ま た 「y」 は ヘ ブ ライ文 字 の 「'ayin」 で 「A」 に相 当す る。

従 って 、 これ は 人名 の 「ATENATAN」 で あ ろ う。rス ムy℃ 』1」 はrHT`DBZ」

な ので 、 人 名 の 「ZABD`ATEH」 に 、 また 「・・い 」 は 「YDY」 な の で 、 「YADD

AI」 に該 当 す る。 同様 に 、 「sb・ 山」 はrTAIMI」 と な る。

で は 「1怠 ℃執Jへ 」 は ど うで あ ろ うか。 ア ソ ダー ラ イ ソの 部 分 は 「NRYH」 なの で 、

「HAIRAN」 に相 当 す る こ とは 直 ち に分 か る。 しか し、 そ の前 の 「」r1」 が 問 題 と な る。

こ れ に つ い て は 、検 討 の 結果 、 「へ 」は 「and」 、 「J」 はrfor」 と い う意 味 の 「接 頭 字 」 と

判 断 で き る。 従 って 、全 体 で 「andfor耳airan」 と い う こ とに な る。

ま た 、 先 頭 のAtenatanを 除 き 、3人 の 人 名 の 前 に は す べ て 「駄」 」が あ り、 そ れ は

「son」 で あ る こ と は 明 らか で あ る。

ま た 、他 の碑 文 との 比較 で 、 年 号 で あ る数 字 の 前 には 通 例 「年 」 を表 わ す 「ムSレ 」 が あ

る が、 この碑 文 に は 欠落 して い る こ と、 「月 」 を 意 味 す るの が 「帆 曳 ・』 」 で 、 そ れ に続 く

「 ⊃叉bム 」 が 「October」 で あ る こ と も理 解 で きた 。

最 後 の 「コJ1・・ 」 は 、 「平 和!」 と い う祈 念 の 言 葉 で 、 彫 像 等 の短 い碑 文 に も度 々 み られ

る単 語 で あ る。

こ う した作 業 を重 ね な が ら、 ア テ ナ タ ソ墓 の 別 の 碑 文 を と りあげ る。

」 ・Jソb♂ 《」1蔑ybヘ へ5・ 図 ♂《bJyJ竃 ・ヨ)し5、r《 曳 、 コ 」 ぺ

whenyouentercave insidewhichhouseofeternitythis exedra

♂《5』 へ メ ⊃ ・ こ1h思t」 ソ6《 ～ ・h・

andbuiltfromownpursemade totheright

5ソ ペ 』 」1b

doorfrom

・執 へ 篤 ・3℃bJへ 《く 』1曳 』 ・渇bコ ・J《 く ヘ ペ コ ・ 」 へ ・

DuhiMaggaiZebdibol sonMaggai Aurelius Julius

♂《曳 」 蔑 ・メ、へ5』 ♂《5』Jへ ・ス へ5』fJへ

males andforthesonsofhissonsandforhissons

x3

forhimself

33・ 噌 γ 」15し う コ ・5執 ・、《 ガ 』 ♂《h」 γ 」

540 year April month forever

Thisexedra,houseofeternity,whichisinsidethecave,whenyou

enterfromthedoortotheright,JuliusAureliusMaggai,sonof

Zebdibol,(sonof)Maggai,(sonof)Duhi,hasmadefromhisown

purseandbuiltforhimselfandforhissonsandforthesonsofhis

sons,themales,forever.InthemonthofApril,year540.

同 じ く、 メー ル 墓 の 碑 文 を あ げ る。
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召 ・GJユ 』 ・ 蔑 う ・
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5h3レbペ ム 」 ム1」 ペ ペ ・執bへ ・{
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Hairan● Aurelius son Male Aurelius toJuliustransferred

ぺ 」15」 ～ヘ コ 塾 」 くく へ ♂《 コ1J9L,J 1コ コ 」i曳 ■ 「匹 ♂《Jhyし 』

Halafta Aurelius toJulius Sasan Hainan Male son

・x5'」 」Jへ x」 ♂《「粍.当1 へh,3「Ob{く ●』

andforhissonsforhimself Zabd6 Mogimu son

1r33-◎rJヒ51レ 6t{レ 「晒 《《、 γ 二f6彊{bJyJ
・xへ5」 sS』Jへ

546 yearFebruarymonth forever andforsonsofhis sons

Thesethreecompletenicheswhichareinthestreet,whenyouenter

thestreettoyourleftafterthefirstkerkis,transferredJuliusAurelius

Male,sonofAurelius耳airan,sonofMale,(sonof)Hairan,(sonof)

Sasan,toJuliusAureliusHalafta,sonofMoqirnu,(sonof)Zabde,for

himselfandforhissonsandforthesonsofhissons,forever.Inthe

monthofFebruary,year546.

ナスララト墓の碑文例をあげる

曳.y へJJb 曳J

son

ム いuへS 馬く』y)し5「L《6《b}3yJ亀 」』

son Malku Na$rallat made thishouseofeternity

'メ へ5t
..」 ♂d.コ 」 ヘ ペ ・ 曳 」 、 sxへ5』Jへ

andforsonsofhissons male hissons

x5轟 い くト1

forhimselfNa$rallat

山 ～biへ ・ コ ～八 曳 ・」 ぺb」y ・ 蔑1ヘ メ 曳2「ODJ∂ 《 ・ 角【さ 、

year June month forever intheirhonor male

,,,一 暫33一 暫,,,,

453

ThiseternalhouseNaSrallat,sonofMalku,sonofNa串rallat,madefor

himselfandhissons,themaleones,andforthesonsofhissons,-the

maleones,inthierhonour,forever.InthemonthofJune,year453.
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バ ラー 墓 の 例 を あ げ る。3行 目の 「一 く 」は理 解 が 及 ば な い。

《《.」{く へ5」 《くコ

sonBonnurson

♂《y《 《'』 蔑 」fy ♂《bJyr《 」∴ヨ メ 思

madehouseofeternitythis

6《」竃曳yb

Bar`a cave

・メ5』Jへ x3 JJレJi竃)し ムy¶ くJl召y《 く.」

andforhissonsforhimself ToshabebZabd`ateh Bar`a

執 曳 ・Jr《bJy・'く1メ 曳 月 ・J 'xへ5」 ♂《S」 」 」 へ

month forever inthierhonourandforsonsofhissons

,」 γ 一◎3333--sl,P, ム5レ ・ 、1コ ・5

497 year April

Thiscave,houseofeternity,Bar`a,sonofBonnur,sonofBar`a,

(sonof)Zabd`ateh,(sonof)Toshabebhasmadeforhimself,andfor

hissonsandforthesonsofhissonsinthierhonourforever.Inthe

monthofApriloftheyear497.

このように、碑文の内容はよく似たものが多い。別に、次のような短い碑文 もある。すなわ

ち、これまで紹介 したような、墓の建立や墓室の譲渡を記すやや長文(Aタ イプ)と 、彫像等

の人名を主 とする短文(Bタ イプ)の 、大 きくは2タ イプの碑文がある。後者のアテナタソ墓

の碑文を例示する。

ス5'く くく 罵 コ 」 ♂《 召5』 ・ 兄 も へ 」'くJl曳 』 ・凋bコ 」"

this exedra builtwho Zebadbol sonMaggaiimage

ImageofMaggai,sonofZebadbol,whobuiltthisexedra.

メ ー ル墓 の別 の例 で あ る。

・ ⊃ 」 γ 」1文 」ヨ

`Abi
ssaidaughter

♂《 ・bレ 」1,ヨJ」 」執

Batsamaia Alas

Alas,Batsamaia,daughterof`Abissai.

こうした作業を、掲載 された全碑文について実施 して、パルミラ単語の収集と、碑文内容 ・

構文の概略 ・基本的な文法等の理解に努めた。

全体として、碑文の多 くは、建立者や被葬者 ・譲渡 ・売買先の人名 ・建立者の祖先や家族等

の人名を表わす単語を主体 とし、親族関係や墳墓の部分名称等を示す名詞、建立の年月や納体

室数等にかかわる数字や数詞、祈願や感嘆を示す単語、方向や位置等を示す形容詞句等、ある

いは様々な指示や人称代名詞 ・接続詞 ・接頭接尾語 ・前置詞 ・副詞 ・関係代名詞 ・語形変化等

が付け加わって構成 されている。また、刻像等に刻される短い碑文は、像の主体者たる人物名
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とその 系 譜 を主 体 に、 「Image～ の嫁 」 とい う単語 や 、 「Alasア アー ・悲 しい か な」 とい っ

た感 嘆詞 等 が つ くもの が一 般 的 で あ る。

建立年代の表現

墓 碑 文 の解 読 で最 も得 た い 情 報 は、 そ の造 営 年 代 と被 葬 者 名 で あ る。 幸 い に も、 パ ル ミラ墓

碑文 に は 両 者 と も一 般 的 に見 い 出せ る。

先 ず 前 者 につ い て は 、 墓 入 り 口等 の碑 文 に 、 そ の 造 営 や 納 体 室 の譲 渡 の 年 月 が示 され る こ と

が多 い 。 そ の 文 章 中 の位 置 は文 末 か文 頭 で あ り、 「建 立 月 と年 」 が記 され る。 そ の順 序 は 、先

ず 月(=執 『いレ」)… 、 続 い て年(=ム5レ)… で あ る。

こ れ ら の建 立 や 譲 渡 の年 代 の 表 記 は 、 い わ ゆ る キ リス ト西 暦 で な く、 「セ レ ウ コ ス紀 元 」

(Seleucidanera)で され る。 こ れ は 、 ア レクサ ソ ド リア大 王 が派 遣 した バ ビ ロ ニ ア総 督 ・セ レ

ウ コス1世 が起 こ した 王 朝=前312年10月1日 を 紀 元 とす る。 従 って 、 実 際 に 表 記 さ れ る数 字

か ら311年 あ るい は312年 を引 算 す る こ と に よ り、 西 暦 に勘 算 で き る。例 えば 、 先 の セ レウ コ ス

410年 は 西暦98年 、 同546年 は西 暦235年 と な る。

こ こで 、各 月 の パ ル ミ ラ単語 と、 年 代 の 表 現 方 法 を例 示 して お く。

(v曳 、 レ 』)

・ 《く 「し 」㌧

1へ5さ

JへJコ5

ゐ 』6

G」fレ

Y、 ぺ

1⊃ ・5

曳 ・ ぺ

1い コ

t・5月

』」ぺ

5へ5ぺ

(month)

October

November

December

January

February

March

April

May

June

July

August

September

数 字 は ど うか 。 例 えば 、 「 ・rPPり,ゐ5し 」 は、 セ レ ウ コス暦410年 を あ らわ す が、

そ の 数 字 表 現 の 内訳 は 下 の よ うに な る。100と10を 表 わ す 字 形 「門 」は 同 じだ が 、 そ の 位 置 に

よ り区 別 され る。1お よ び10の 位 で は各 数 字 は 足 し算 、 百 の 位 で は掛 け 算 とな る。 そ して552

年 は 西 暦241年 、 お よび524年 は西 暦213年 と な る。

『

3

田

r

,

100

20

10

5

1

r5-r,,,2

10十100×4 =410

11113"may

4-F-20-1-500

'lrJ3rY

1十1十10十20十20十100×5==552

=524
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建立者 ・系譜等の表現

墳墓入 り口等の碑文には、その建立者や納体室の譲渡者等の、内部の刻像等にはその人物名

が刻 される。建立者や譲渡者等の主体者名が、右文頭最初に位置する文章では、それを発見す

るのは比較的に容易である(上 段例)。 しかし、多 くが 「目的語→動詞→主語(主 体者)と い

う語順なので、発見に注意す る必要 もある(下 段例)。

… へ3とhJ3℃ 執{くvJ執 へ 曳 曳5ぺ ↓ ・y

toMalkutransferedRauhibelson`Ogga

`O
gga,sonofRauhibel,transferredtoMalku…

… メ 」 ・ ・ うA5」 ・y篤 』yx曳 ぺA曳yb

`At
enatanmadethis cave

Thiscave,`Atenatanmadeforhimself…

主体者の系譜は、 「～の息子～ 曳』 」等といった表現の連続で示されるのが一般的である。

主体 となる人物名とは別に、建立や譲渡先を示す 「～の為にfor、 ～ に対 してto」 という

場合は、人物名のは じめに「J」 とい う文字が接頭語として付加 される(例 へ3Jh主)。

筆者のように、人物名と一般単語等との区別 もできない初心者は、長文における人物部分の特

定は、親族関係を表わす 「息子 ・娘 ・父 ・母 ・妻 … 」等の単語を発見 し、それに続 く文字

群を人物名 と仮定 ・検討することが手助けとなる。主体者はそれらの前に位置する。

ここで、親族関係 を表わす主な単語を掲げておく。

曳5

ム コ

う へ 」 ぺ

う へbぺ

uh、ム ペ

・5ぺ

son

daughter

father

mother

wife

children

短 文 タ イ プ の碑 文 で は 、 文 頭 の 「像imageコ 」 」 や 「ア ァーAlas5』 械 」 等 の

語 に続 い て 、 そ の人 物 名 が 出 て くる こ と が多 い。

い ず れ も個 人 名 が特 定 で きた 場 合 、 ス ター一クに よ るパ ル ミラ碑 文 人 物 名 索 引(J.K.Stark

1971)で 検 索 す る こ と に な る。

墓に関する単語

墓 碑 文 に は 当 然 、 墓 に 関 係 す る 単 語 が 多 く含 ま れ る。 例 え ば 、 墓 は 永 遠 の 家houseof

eternity(♂ 《b」 ソ 」・』)と して認 識 さ れ た よ うだ 。 また 、 地 下 墓 は 「caveペ ム 怠 ソb」

と表 現 され る こ とが 多 い。 これ ま で 採 集 で き た墓 に 関 す る単 語 を順 不 同 で 掲 げ る。

左 列 は イ ソ フ ォル ト1935(英 文)か ら

右 列 は カ ソテ ニ ュー1935(仏 文)か ら
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♂《bJy山.y

♂《」、{くyh

1一 ヘ へ

執hへ く

♂《 コ 涌 図 」hO

認 、 、く ⊃ 」 ぺ

♂《JJ

♂い く6コ

♂《 コ'くy

ぺ ⊃ 」

♂《♪◎渇 レ

r《 もJ二 』

♂《 ・3さ

♂《o、'く 」℃

houseofeternity

cave

entrance

niche

kerkis

exedra

door

wall

couch

image

street

street

vaultedchamber

corner

LYし45

calt,`L.v

♂《y思 ム

♂《 」・h3}代

1・ 曳 へ3

yJく

♂い く へ 」 局

♂《3へ 」 些

♂《 、く へby

♂《y、 山

ぺ 」雨 ソ

♂《 」1区 ・』 蔑

♂《 ゐ ・Jy

monumentfuneraire

lit

Porte

statuefeminine

cadavres

stelede'plerre

sepulture

sculputeur

colonne

pone

autel

sacrifice

etagesuperieur(d'untombeau)

また,墳 墓中央の通路に面 し複数の墓室が設けられるが,墓 室の位置は東西南北,あ るいは

左,右 方向で示 されることが多い.関 係する単語を掲げる.

♂《 ・ 執5尺h

1-』 尺yh

♂《5h・ 」竃

♂《 ・ ・ 』 曳 毛

ぺJbコ 」y

LY5・b・Jy

さJyb

eastern

western

southern

nothern

totheleft

totheright

whenyouenter

墓 の建造 と墓室の譲渡

墓碑文の内容の多 くは,墳 墓の建造および墓室の譲渡 にかかるものが主体 をなす.関 係する

単語を掲げる.

3r6㍉へ 曳transferred

、 』ymade

♂《5』 」built

♂《5』 へandbuilt

メ コ ・ さ1bfromhisownpurse

曳 』 執 ♂《へ 」 メ ・giveandmakepartner

3ro「八 曳 へ 梶'」』1八♂《hasgivenintopartnershipandceded

墓 の建 立 や納 体 室 の譲 渡 す る文 章 に は 、 「彼 自身 の た め に」 、 「彼 の息 子 の た め に 」 、 「彼

らの息 子 た ち の た め に」 と い った単 語 群 を 伴 うこ とが 多 い。 関 係 す る もの を い くつ か 掲 げ て お

く。 な お 、 「飛 」は 「そ して」 、 「J」 は 「一 の た め に」 、 「-」 へ 」 は 「そ して一 の た め
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に」を意味する接頭字とみ られ る。

メJforhimself・forherself

肖 ヘ メ 」forthem

Iヘ メ ・5』Jへandforthiersons

iヘ メ ・5t.一 」 ・5JJq、andforsonsofthiersons

・ メ5JSへandforhissons

・メ へ5』 ♂《5』 」 へandforsonsofhissons

》く5JJへandforhersons

メ5』 ・5』Jへandforsonsofhersons

指示形容詞や数詞等

右 端 文 頭 等 の 、 墓 室 や 納 体 室 を示 す 単 語 の 「後 」 に は 、 度 々 、thisやtheseの よ うな 指 示

形 容 詞 を み る。 名詞 に は 、 男 性 ・女 性 形 、 単 数 ・複 数 形 が あ り、 指 示 代 名 詞 に もそ れ に応 じた

変 化 形 が使 わ れ る。 例 えば 、 二 人 称 ・男 性 形 ・単 数 の 「exedraぺ 曳 思 コ ニペ 」 に は 「this

メ5判 が 、女 性形 ・単 数 の 「cave召 ム 曳yb」 に は 「thisx尺 」 が 、 複 数 形 の 「niches

♂《 ・嫉bへ 入 」 に は 「these1も ♂《 」 が つ くo

x尺 ♂《 」・《くyb xq-《 ♂《bJyJl.」

this cave thishouseofeternity

メ5、 く ♂《{く 、く コ さ 魂 1・」 ペ ペ ・ 執bへ4

廿虹s exedra these niches

墓 碑 文 に お い て 数 詞 は 、 譲 渡 さ れ るniche数 を示 す 場 合 に 最 も多 く用 い られ る。 複 数 形

(niche等 の 場 合)は 、 「1・ 臓bへ 尾 」 複 数 を示 す 接 尾 辞 が付 加 さ れ る。 所 有 代 名 詞 の

人称 と数 に よ る接 尾 辞 は、 次 の よ うに な る(Cantineau1935)。

1人 称

2人 称

3人 称

単

複

単

複

単

複

男性形

さ

中性形
℃

つ

メ ・メ メ へ ヘ メ

1ヘ メ わ ζ

女性形

イ ソ フ ォル トの テ キ ス トか ら は、1～6の 数 詞 を 採 集 で きた。 カ ソテ ニ ュー の 文 献 か ら と併

せ て 、1～10ま で の 数 詞 を提 示 して お く。

6ボ 職く㌔へ ・ 覧く 執one

う 」1曳 」竃 ・1曳 」3twO
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♂《」1」 」1・ 」コJJl

r《AyJ曳 ♂《 ・y」 』くく べ

♂《しhメ ・ レbメ

♂《」1レhメ

山 レ ・ ♂《」1レ

♂《Jヒy』 レ ・ ♂《y」 レ

・♂《 ・5bゐ

ぺybJ1・y「 し 山

♂《、く コy・ 「吸 「レy

three

four

five

・く「八1八bヘ へ

one niche

SIX

seven

eight

nine

ten

魂 山Jム .1・ 聴bヘ へ

three niches

♂《」!」 」乳 肖3♂ 《 ぺ'臓hへ ↓

three these niches

関 係 代 名 詞

関係代名詞 として 「・図 」が用いられる。人を先行詞 とする場合と、

合がある。

モノを先行詞 とする場

例

メ ～ 叉 ぺ{cく ⊃ 」 ペ ペSJ・'《Sへ 」'く'・コl

thisexedrabuiltwhoZebadbol

(続)

付 記

私が初 めてパル ミラ文字 をみたのは、 な ら ・シル クロー ド博記念 国際交流財 団に よるパル ミラ遺跡の発

掘に隊員 として参加 する ことになった2か 月前 の ことであ る。 必要 が生 じて、パル ミラ研 究者であ る小玉

新次郎副団長 か ら、基本 的な文献 の貸与 と丁重 なア ドバイスをいただ きなが ら、隊員研 究会において解 読

のための初歩 学習を始 めた次 第である。従 って本稿 にはかな りの誤 りを含 み込む。 より適切な解読テキ ス

トの作成にむけ、 この作業を継続 してい きたい。文 末なが ら、小玉先 生お よび諸隊員の御 協力に感謝の意

を表 します 。

Summary

TheNaraInternationalFoundation(CommemoratingtheSilkRoadExposition)jointed

withthegovernmentofSyrianArabRepublic,hasanarchaeologicalprojecttoexcavatethe

PalmyrasiteinSyria,during1990^-1993.Palmyra,oneofgreatancientcitystatesofthelst

centuryB.C.^-3rdcenturyA.D.,locatedatthewesternendoftheSILKROAD.

ThisisaguidenoteforreadingPalmyrene(adialectofAramic)inscripionsfoundinside

thefuneraltombsinthesite.


